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照明の設置・結線については
別紙をご参照下さい。

①
①

門柱本体の裏ブタを開け、照明を設置・結線し、裏ブタを閉めます。 照明の
設置・結線に関しましては
別紙をご参照ください。

コンクリートが固化したら、門柱本体に付属の【ネームシール】を貼って完成です。

※ＰＦ管はお客様ご用意になります。
※インターフォン子機を設置する場合は、インターフォン子機はお客様ご用意となります。

地面に深さ 450 ～ 550mm 程度の穴を掘り、50 ～ 100mm の栗石を敷きます。
※基礎寸法は地盤の状況を考慮し、十分にご検討下さい。

付属の【振れ止め棒】を門柱本体下部に取り付けます。

水平器などで垂直にポールを設置し、コンクリートを流し込みます。

※門柱本体の汚れを落としてからシールを貼ってください。
※シールの貼り方は別紙をご覧下さい。

1750

照明

門柱本体の裏ブタを開け、照明を設置・結線し、裏ブタを閉めます。

コンクリートが固化したら、門柱本体に付属のネームシールを貼って完成です。

※ＰＦ管はお客様ご用意になります。
※インターフォン子機を設置する場合は、インターフォン子機はお客様ご用意となります。

地面に深さ 450 ～ 550mm 程度の穴を掘り、 50 ～ 100mm の栗石を敷きます。
※基礎寸法は地盤の状況を考慮し、 十分にご検討下さい。

付属の振れ止め棒を門柱本体下部に取付けます。

水平器などで垂直にポールを設置し、コンクリートを流し込みます。

※門柱本体の汚れを落としてからシールを貼ってください。

栗石

HIROSAKI

照明

インターフォン子機
設置用穴

電源通線穴

裏
ブ
タ(

下)

裏
ブ
タ(

上)

120 120

振れ止め棒

30

【正面図】 【背面図】 【側面図】

表札部
※付属のネーム
シールをお貼り下さい。

栗石 栗石

17
50

基礎コンクリート

400

40
0

50 ～ 100

400 400

20
0

11
50



必ずお守りください必ずお守りください

照明の設置・結線照明の設置・結線

◆ 施工の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、施工後正しくお使い下さい。

◆ 電気工事には電気工事士の資格が必要です。必ず、工事店、電気店に依頼してください。

◆ 必ずD種設置工事を行ってください。

◆ 施工後、お施主様に取扱説明書をお渡しし正しく使用して頂けるようにご説明下さい。

● ランプの取付（交換）方法

照明器具

裏面

※ 付属（専用）の照明器具をお使い下さい。

等

裏面
② 電源側コネクターを正面側外部に出し、コネクターを手でつかんで
 照明器具のコネクターにしっかり差し込み、コネクター部分を
 本体内部へ戻す。

下記の内容にしたがって作業してください。

（ランプをセットする場合）

上記の（ランプをセットする場合）の説明を参考に、既存ランプを

取り外し、新しい照明器具と交換してください。

（ランプを交換する場合）

固定する。照明器具
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Sign Pole

必ずお守りください

照明の設置・結線

◆ 施工の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、施工後正しくお使い下さい。
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② 電源側コネクターを正面側外部に出し、コネクターを手でつかんで
 照明器具のコネクターにしっかり差し込み、コネクター部分を
 本体内部へ戻す。

下記の内容にしたがって作業してください。

●照明をセットする場合

上記の説明を参考に、既存照明を取り外し新しい照明器具と交換してください。
こちらの照明はランプのみの交換はできません。
LEDユニット照明のため光源が切れたときは照明ごとの交換となります。
ユニットのみの交換もできませんのでご注意下さい。

●照明を交換するする場合

固定する。照明器具

※付属（専用）の照明器具をご使用下さい。
※照明器具の光源が切れた場合は、下記の案内に従って作業を行って下さい。
※作業をする際は安全のため、電源を切ってから作業を行ってください。
※こちらの照明はランプのみの交換はできません。
　LEDユニット照明のため光源が切れたときは照明ごとの交換となります。
　ユニットのみの交換もできませんのでご注意下さい。
※交換パーツは販売店、または工事店等でお買い求め下さい。

照明の取付（交換）方法 本照明は、LEDユニット照明のため光源が切れたときは
照明ごとの交換となります。ユニットのみの交換もできません。
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警 告

この器具を使用する前に、必ず説明書をお読みになり、安全上の
注意事項を充分にご理解ください。

安全に関する事項は、本説明書の｢安全上の注意｣または器具本体に

貼付しているラベルの と のマークによって

特に注意を引くように表示しています。

誤って使用しますと、事故により使用者が重傷を負う
危険があります。

誤って使用しますと、使用者が障害を受けたり物的損害
の発生が想定されます。

マークの内容を厳守し、安全・快適にご使用
ください。

＜例＞
● 火災のおそれあり
器具を布や紙等の可燃物で覆ったり、火気近傍への取付禁止。

● 落下して怪我のおそれあり
カバーや配線の取付は指定通り確実に行うこと。
また、取扱は必ず丁寧に行うこと。

● 落下して怪我（感電・火災）のおそれあり
指定方向以外での取付禁止。

この器具は、一般通常環境の屋外防雨形壁面取付器具です。
下記の使用環境・条件では、使用しないでください。
落下・感電・火災の原因になります。

● 一般通常環境以外の所 ● 浴室

● サウナ風呂 ● 湿気の多いところ

使用環境に適応するか否かの判断が困難な場合は、
お問い合わせください。

交流電源をご使用ください。また、電源周波数は器具
銘板に従って正しくご使用ください。
感電・火災の原因になります。
( インバーターおよび白熱灯器具は 50Hz60Hz 共用です。)

電源電圧は、器具銘板または本説明書に記載されている
電圧±6％以内でご使用ください。ランプ寿命が短くなる
ほか、部品が加熱し感電・火災の原因になります。

三相四線、単層三線式の配線下で使用する場合は、負荷の
バランスをとり、ブレーカーは中性線が他相線路より後に
遮断される仕様のものをご使用ください。
焼損の原因になります。

火気等の近くでは、使用しないでください。
落下・感電・焼損の原因になります。

取り付けの際は、器具各部にヒビ・割れ・カケなどの
異常がないことを確認の上ご使用ください。
落下の原因になります。

器具本体表示または本説明書に従って施工して
ください。落下・感電・火災の原因になります。

屋内配線は、本説明書に従って確実に接続してください。
接触不良により感電焼損の原因になります。

配線部品を使用する場合は、破損していないことを
確認のうえ使用してください。

取付方向は、器具本体表示または本説明書に従って
正しく施工してください。感電・火災・ケガの原因に
なります。

木ネジによる器具取付は下記のように行ってください。
誤った施工をしますと、落下の原因になります。

● 取付部の強度が弱い場合は、補強材で補強してください。

● 取付部、補強材へのネジ埋め込み寸法は、20mm以上となる
　 ように取り付けてください。

● 取付部、補強部の材質は、杉またはこれと同等以上の強度を
　 有するものをご使用ください。

● 器具は補強材の板目、柾目面に取り付けてください。

● すでに使用されたネジ穴の再利用はしないでください。

器具の改造、部品の変更は行わないでください。
落下・感電・火災の原因になります。

濡れた手で器具を操作しないでください。
感電、故障の原因になります。

カバー、グローブ、枠、飾りなどの着脱は、器具本体表示
または本説明書に従って確実に行ってください。
落下の原因となります。

お客様へ使用上のご注意 保存用

工事店・電器店様へのお願い

この取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください。
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